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1．経過 と現 状

　 NOx総量規 制等で は プルーム ・パ フモ デル の統 計処理 に よ り

長期 平均濃 度 分布 が算 出さ れ る が 、そ こ で は汚染輸送経路の

屈曲が考慮 され ない 。そ の た め 、長 距 離 輸送 が 問題 となる物

質に 対 して は 、こ の 手 法 で の 濃 度 分布 に誤差 が 伴 う 。 特定 の

時 の 気象と汚 染輸 送 の シ ミ ュ レーシ ョ ン に 適用 され る メ ソ ス

ケ
ー

ル モ デル を長期平均濃度分布の 算定 に 用 い る ことが で き

れ ば，輸送経 路 の 屈 曲 に 伴 う誤 差 を避 け る こ とが で きる 。 し

か し 、（pメ ソ気象 モデル の精度が 必 ず し も保証 されな い こ

と、（2）ま と も に年 間平 均を 計算す る な ら膨大な計算量 とな る

こ と に よ り、 こ の 方法 は まだ 実 用化 され て い ない 。

　前報 （200G年秋） に お い て は 、（1）を 回避する た め アメ ダ ス

’

実測風 に 基 づ く ト ラ ジ ェ ク トリ
ー

を用 い 、（2）を回避す る ため

年間気象パ ターン の グル
ープ化 を行 っ て 、年間 の 出現頻度の

50％ まで をカ バ ー
す る 28パ タ

ー
ン の 平均濃度分布の 算定 を試

み た 。 た だ し、排出源 は仮想的な 1 点源 に 過 ぎず、実測 デー

タに よ る検証 には 程遠 い 試み で あ っ た。

　今回は （1）を 一
歩 進 め て メ ソ 気 象 モ デ ル を使用す る 場合 の 誤

差 を検 討 した 。メ ソ気象モ デ ル に も各種ある が 、近年は モ デ

ル の 基本性能 を選 択す る こ とよ りも 、FDDA等の 技術 に よ っ て

誤差 を縮小 す る の が一般的で あ り、そ の 意味で は こ の 検討 に

重 要な意味 はない が 、 メ ソ気 象モデル の性能 評 価 と して は 関

心 が持たれ よ う 。

　また、（2）の グル
ープ化 にお い て は 、グル

ー
プ 内の 拡 散状況

の ば らつ き を、水 平拡散 を仮 想的 に大き く
・
与える こ とに よ っ

て 表 現 した が 、そ の 方法の
一

般化 に つ い て 若干の 検討 を行 っ

た （ス ペ ース の 制約 に よ り 、 こ の 結果 は 当 日紹 介す る） 。

2 ．気象モ デル とトラジェ クトリー評価

　気象協会の 保有す るメ ソ気 象モ デル （ANEMOS） を使用 し

た。広 域条件は気象庁GPVデータ を 12時間 ごとに 取 り込む こ と

に よ り反映する 。モ デ ル を 各気象パ ターン代表 日 の 前日 21時

に ス タートし、計算 され た高さ 140m 相当の 風 の トラジ ェ ク ト

リ
ーを追跡 した。計算された トラ ジ ェ ク トリ

ー
と実測 風 に基

づ くそ れ （昨 年度 の 方 法 ） の 比較の 例 を 図 に承 す。 トラジ ェ

ク トリ
ー

には 風速 の 誤差 が時 間 ・空間的に 蓄積 され て表現さ

れ る が 、そ れ に し て は か な りの ケ
ー

ス で 比較的良好 に シ ミ ュ

レ
ー トされた 。
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